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 福田知弘氏による「都市と
建築のブログ」の好評連載の第19回。
毎回、福田氏がユーモアを交えて紹介す
る都市や建築。今回はニューカッスルの
3Dデジタルシティ・モデリングにフォー
ラムエイトVRサポートグループのスタッ
フがチャレンジします。どうぞお楽しみく
ださい。

●オーストラリアのニューカッスル
今回は、2008年11月にANZAScA2008

学会、2011年4月にCAADRIA2011学会出

席のため、2度訪問したことのあるオースト

ラリアのニューカッスルをご紹介。ニュー

カッスルは、シドニーの北方約160kmに

ある地方都市。オーストラリアの石炭輸出

港を担う港町で、人口14.8万人。ワイン産

地で有名なハンターバレーも近い。ニュー

カッスル（New Castle）という都市は、文

字通り「新しい城」という意味。オーストラ

リアの他、イギリス、アメリカ合衆国、南ア

フリカ共和国の4カ国にあるそうだ。

ニューカッスルへのアクセスは、シド

ニーから鉄道でニューカッスル駅へ（2008

年に利用、図１）、または、ゴールドコー

ストなどから国内線でニューカッスル空

港へ（2011年に利用）。後者の場合、空

港から市内までは約25km。8人乗りの乗

合タクシーは、乗客の自宅やホテルまで

Door2Doorで運んでくれる。乗車したタク

シーは地元のおばさま方との相席となり、

ニューカッスル市内を1時間程ドライブする

ことになった。iPhoneのGPS機能で現在

位置を確認しながら乗っていると結構遠く

までやってきた感じ。

●近代建築で国際会議
ANZAScA2008、CAADRIA2011いずれ

の学会も会場となった、ニューカッスル市

庁舎（図２）。1920年代に完成。古い建物

での国際会議はやはり趣がある。セッショ

ン会場では、巨大な洋画の手前にスクリー

ンを置いてプレゼンテーション。前面に緑

の広がるバルコニーでコーヒーブレイク。

●岬と港
ニューカッスルは岬のある港湾都市。

CAADRIA2011 Conference Dinner会場

となった、Fort ScratchleyからMacquarie 

Pierという岬を見る（図３）。岬を挟んで

左側がニューカッスル港、右側がタスマン

海。洋上には巨大なタンカーが沢山停泊し

ている。これらの黒い塊をはじめて見た時

は、「何やこれ？」とドキッとしたが、よく見
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図3　Fort Scratchleyから岬を眺める

図2　CAADRIA2011集合写真図1　ニューカッスル駅 図4　海沿いのプールと洋上のタンカー
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ると入港の順番を待っている模様。

ビーチは幾つかあるが、表情がそれぞれ

違っており、人々はお好みで、スイミング、

サーフィン、ビーチバレー、釣りと思い思い

に楽しんでいる。海のすぐそばにはプール

も設けられており、プールと海とが一体化

した景観。11月末は南半球では初夏なの

で、夕方になってもクロール、クロール（図

４）。

ニューカッスル港からハンター川沿い

には，古いレンガ工場をリノベーションし

た古くて新しい施設が並ぶ。レストラン

やジムなどは人気が高いらしい。中でも

「Scratchleys」は川の上に張り出したレス

トラン。シーフードが名物（図５）。ボリュー

ムたっぷりで、味も申し分ないし、シドニー

ほど高くない。

●Darby Street
Newcastleの目抜き通り、Darby Street

（ダービー・ストリート）。目抜き通りと

いってもそれほど大きなものではなく、日

本の地方都市の中心部にもみられる規模。

歩道に面したカフェのしつらえが何ともう

まい。店への敷居が低くなるように、歩道

沿いにカウンターを設けたりしてある（図

６）。ついつい、店に立ち寄って、フラット・

ホワイト（Flat White）を飲む。これまた美

味い。

歩道を計測してみると、全幅は3.5m弱、

パラソルセットを除く通路幅は1.5m程（図

７）。これからはリノベーションの時代。日

本のメインストリートでも、こんな風に建

物と歩道とが一体感のあるデザインがもっ

と増えるといいですね。

ストリートを歩いていると、A Cooks 

Hill HandbookというDarby Streetも含ま

れる、Cooks Hill地区の地域密着型フリー

ペーパーを見つけた（図８）。コラージュも

あって、中々オシャレなデザイン。お店だけ

でなく、地域の歴史やコミュニティ

の紹介もある。年に2回発行と

のこと。

●さぁ、まち歩き
Darby Streetから半

島を岬方面へ歩こう。丘

を上ると、ハンター川そし

てニューカッスル港が眼下

に広がってくる。丘に上りなが

ら徐々に晴れてくる風景がワクワクさせて

くれる。ハンター川へダウンヒルする小径

の向こうには、小型ボートに引っ張られて

タンカーが港を出ていく様子が見えた（図

９）。

地元の生活スタイルを垣間見るには、住

宅も気になるところ。まち歩きの途中で、

中古アパートのオープンハウスをしていた

ので、ちょっと見学。雨宿りにももってこ

い。生活文化の微妙な違いは本当に面白

い。例えば靴を脱ぐ場所。日本のアパート

メント（マンション）では玄関扉から中に

入った専有部分で靴を脱ぐが、以前訪問

した台湾のアパートメントでは玄関扉の手

前の廊下で靴を脱いだ。ニューカッスルで

訪問したアパートメントは、玄関に上り框

がなく、土間と廊下の境界がわからなかっ

た。正に「どこではきものをぬいでくださ

い？」の世界。よく見ると、室内に少し入っ

たところに靴箱が置いてあったので、そこ

で靴を脱いだ。オープンハウスで

見学したアパートメントの広

さは110m2と日本では広

い部類に入るが、不動産

屋さんに聞けば2人向け

の仕様とのこと。業務

地にもビーチにも近い立

地もあってか、お値段は

中々。

喉が渇いたので、地元のスー

パーへ。日本でもお馴染みの野菜や果

物が機能的に並ぶ。生産国の表示もしっ

かり。許可を頂いて撮影させて頂いた（図

10）。

丘を再び上り、Fort Scratchleyまでやっ

て来る。丁度、Tunnel Toursというガイドツ

アーが行われていた。丘陵地に立ち並ぶ立

体的な街並みを一望しながら、辿ってきた

ルートを確かめてくると、かなりの丘をアッ

プダウンしてきたようだ（図１１）。景色が

図5　シーフード

図8　A Cooks Hill Handbook図 6　Darby Streetにあるカフェ

図7　Darby Street 歩道景

図 10　地元のスーパー

図9　ハンター川のタンカー
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小刻みに変わり、半島の両側の海の表情も

味わえて、何より潮風が気持ちいい。

●地方都市の楽しみ方
「これ！」というわかりやすい目玉が無

くて、観光客がわざわざ行かないような地

方都市の楽しみ方。しっかり歩いてじっく

り眺めてみるとその都市を深く知ることが

できるし、こぢんまりとした地方都市ほど

人々の日常に短時間で出会える気がしてい

る。人々が長い間住み続けているのはそれ

なりの理由がある。地の人、地のモノ、地の

情報との出会い。その都市を訪れて初めて

味わうことが多ければ多いほど「行って良

かった！また行きたい！！」と思えるのかも

しれない。

「スパコンクラウド® CGムービーサービス」では、POV-Rayにより作成し

た高精細な動画ファイルを提供します。今回の3Dデジタルシティ・ニューカッ

スルのレンダリングにも使用されており、スパコンの利用により高精細な動

画ファイルの提供が可能です。また、POV-Rayを利用しているため、UC-

win/Roadで出力後にスクリプトファイルをエディタ等で修正できます。

�

今回はオーストラリアのニューカッスル（New Castle）石

炭輸出港を担う港町の様子を再現。象徴的な岬、Nobbys 

Headlandからさらに続く防波堤の突端までランニングする

市民のキャラクタを作成。シドニーから出るNorthern Lineの

終着駅ニューカッスル駅の列車や、港で停泊する多くの巨大

タンカーが行き交う様子を表現しました。駅から程近いハー

バーでは、港を一望できるQueen's Wharf Tower周辺はカ

フェや賑わう人 を々歩行者の群集移動で設定。また、オースト

ラリアの海底をPov-Rayで地面のみの霧を発生させ、深海の

奥方向の青味を再現し、カメラに被写界深度を設定すること

により水中のボヤケを再現したレンダリングを試みました。

■VR-Cloud® 閲覧URL：http://www.forum8.co.jp/topic/toshi-

blog19.htm#city

「ニューカッスル」の3Dデジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3Dデジタルシティ・ニューカッスルby UC-win/Road

�

図11　立体的な街並み




